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―Layer & Integration―
　それは，「積み重ねと融和・統合」を意味
する。近年の自主制作作品及び，仕事として
の作品制作の際，漠然とではあるがこのコン
セプトを意識してきた。専門としているヴィ
ジュアルコミュニケーションデザインの作業
は，「分かりにくいものを分かりやすく伝え
る」というシンプルな考え方にプラスして，
近年は特に「社会の問題を解決する」という
広義的要素も欠かせない。
　日本の古来より受け継がれてきた伝統的な
美を尊重し，学び，先人の知と技に思いを巡

らせながら，コツコツとデザインワークを積
み重ねていく。まさに「温故知新」的発想で
ある。そしてさらに，社会の問題の膿を出し，
新たな風穴をあけるがごとく，迎えくる新た
な時代を，明るく前向きに，希望ある社会へ
と導いていく使命がデザインにはあると確信
している。
　ここに，ポスター作品「Layer Japan」と，
飾れるグリーティングカード「幸せのデザイ
ン」を発表し，自身のこれからのヴィジュア
ルコミュニケーションデザインの研究を向上
させていく，気概にしていきたい。
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　このデザインワークは，大阪のデザイン専
門学校からの依頼により，「ｅラーニング」
の教材として制作したことより始まった。 
Ａ４サイズ内にデザインされたＰＤＦファイ
ルをダウンロードし，カッターナイフで慎重

にカットアウトし，固形のりで貼り合わせる
だけで完成する簡単な仕組みである。
　実際に，数人の家族や友人にこのカードを
チョイスしてもらい，贈り，喜んでもらうこ
とも出来た。デザインの醍醐味はそこである。


